
対象：（第３学年１～4組）

指導内容
【年間授業計画】

科目　国語表現の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数

東京都立北豊島工業高等学校　令和5年度年間授業計画
教科：（国語）科目：（国語表現） 　単位数：２単位　

教科担当者：（１組：藤原・安居院 ）（２組：藤原・安居院）（３組：藤原・安居院 ）（４組：藤原・安居院 ）

使用教科書：        国語表現  大修館書店                 使用教材：                                                                               

評価の観点・方法

４
月

自己ＰＲと面接
「自己を見つめて」

自己を客観視し、文章で表現する力を養う。

4

５
月

自己ＰＲと面接
「面接にチャレンジ」

面接に備えた答え方を身に付ける。
効果的な自己ＰＲを行なえるようにする。

4

表現ファイル提
出。必携国語提
出。

定期考査。表現ファ
イル提出。必携国語
提出。

６
月

自己ＰＲと面接
「メディアと情報」
「履歴書の書き方」

時事問題について調べ、文章にまとめる力を養う。
書類を正確に書く力を養う。

6

７
月

自己ＰＲと面接
「志望動機」

志望動機について考え、まとめる力を養う。
本の紹介文を書く力を養う。

4

表現ファイル提出。
必携国語提出。

定期考査。表現ファ
イル提出。必携国語
提出。

９
月

書評合戦（ビブリオバト
ル）

効果的な発表の仕方を身に付ける。
発表内容や発表態度を客観的に評価できる能力を養う。

6

10
月

声とコミュニケーション
「ショートスピーチ」

身近なテーマについて考え、文章にまとめる力を養う。
効果的な発表の仕方を身に付ける。
発表内容や発表態度を客観的に評価できる能力を養う。

4

表現ファイル提出。
必携国語提出。

定期考査。表現
ファイル提出。必
携国語提出。

１１
月

相手や場面に応じた会話
電話を使いこなす

敬語の正しい使い方を身に付ける。
電話や電子メールのマナーに関する知識を身に付ける。

4

１２
月

通信文を書き分ける

通信文の種類と書き方の決まりに関する知識を身に付ける。

4

表現ファイル提出。
必携国語提出。

定期考査。表現ファ
イル提出。必携国語
提出。

３
月

１
月

表現を楽しむ
詩歌を楽しむ

言葉遊びを通して表現力を身に付ける。
俳句の創作を通して表現力を身に付ける。

4

２
月

表現ファイル提出。
創作用紙提出。



３
月

評価の観点・方法

・授業への取り組み・課題への取り組み　・定期考査　　・出席状況等を総合的に評
価

１１
月

⑧民主社会の倫理

⑧日常の生活において，私たちはどのような場面で宗教や芸術とかかわっている
のかを考える。
〃日本人の宗教観について考える。
〃なぜ私たちの生命は尊重されなければならないのか考える。
〃自由とはどのような意味をもつのか，自由の行使には社会的責任がともなうこと
を考える。
〃ともに生きる平等な社会の実現に向けて，どのように行動すればよいか考え
る。
〃世界宗教について理解する。

15

１２
月

１
月

⑨国際経済の動向と日本の
役割

⑨資本主義経済の特徴と課題，社会主義経済の特徴と現状を理解す
る。
〃自由貿易と保護貿易の違いについて考え，自由貿易を進めるため
の国際機関の機能と役割について理解する。
〃日本の国際収支の変化，為替相場の変動が及ぼす影響について
理解する。
〃日本の貿易の特徴について理解する。

10

２
月

④青年期、自我同一性の確立、自立と職業について理解する
〃国家と私たちの関係について考える。
⑤基本的人権と法の支配
〃民主主義のあり方と現代政治の特質について把握する。
⑥日本国憲法の三つの基本原則がめざすものを理解する。
〃社会権と基本的人権を確保するための権利について理解する。
〃主権者としての政治・社会との関わりについて理解する。
〃国際政治の動向と日本の役割について理解する。

７
月

９
月

⑦現代の経済社会と私たちの生活

⑦経済発展と社会の変化について理解する。
〃企業・政府・家計の果たす役割を考える。
〃日本の農業政策を理解する。
〃労働基本権と労働運動を理解し　雇用問題について自分の考えをまと
める。
〃日本の社会保障制度を理解する。
〃消費者問題を理解する。

15

10
月

４
月

①地球環境問題

①私たちの生きる地球の環境問題について理解する。

10

５
月

②資源・エネルギー問題
③生命科学と情報技術の課
題

②資源やエネルギーについてその使用の仕方や、環境への配
慮、国際社会の現状などを理解する。
③科学技術の進展する社会にあっての生命倫理について理解す
る.

20

６
月

④現代に生きる青年

⑤現代の民主政治と私たちの生活

⑥日本国憲法の基本的性質

東京都立北豊島工業高等学校　令和４年度年間授業計画
教科：（公民  ）科目：（現代社会 ） 　対象：（第３ 学年１ 組～４組）　　

教科担当者：１～４組　：安田

使用教科書：  最新現代社会    実教出版              使用教材：                                    単位数：　２単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目現代社会の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



３
月

評価の観点・方法

定期テストの得点、ノート、問題集の提出状況、授業態度を加味して総合的に判断す
る。

１
月

不定積分と定積分・面積 ・不定積分の計算が出来るようにする。
・基礎的な定積分の問題を解く。
・積分を利用して、様々な曲線で囲まれた面積を求めることができる。

8

２
月

３学期のまとめ ・３学期のまとめ

2

１１
月

導関数・接線の方程式 ・導関数の定義より公式を導き導関数の計算が出来るようにする。
・接線の傾きを求められるようにする。
・接線の傾きを利用して様々な増減表を書けるようにする。

7

１２
月

関数の増減と極大極小 ・極小値、極大値を求めていく。増減表も書き、それらのまとめをす
る。

8

９
月

対数 ・対数の定義を使えるようにする。
・簡単な対数の値　　対数の性質を使って求められるようにする。
・対数の計算
・常用対数、底の変換の公式を使えるようにする。

8

10
月

平均変化率　微分係数 ・関数の平均変化率をもとめられるようにする。
・簡単な極限値を求められるようにする。
・微分係数の定義より微分係数の値を求められるようにする。

8

６
月

④三角関数の加法定理 ・三角関数の加法定理を理解し、それを用いて三角関数の値を求め
たり、２倍角の公式が使えるようになる。
・三角関数を合成することができる。

8

７
月

指数の拡張・指数関数 ・指数が正の整数の場合の計算が出来るようにする。
・指数が０や負の整数の場合の計算が出来るようにする。
・指数が分数の場合の計算が出来るようにする。
・累乗根と分数指数の場合の関係を理解する。

7

４
月

【三角関数】
①角の拡張
②三角関数とそのグラフ

・角の概念を一般角まで拡張し、弧度法による角度の表し方について
理解することができる。
・三角関数のグラフやその周期性について理解し、基
本的なグラフがかけるようになる。

4

５
月

③三角関数の基本的な性質 ・三角関数について、相互関係などの基本的な性質を理解するこ
とができる。 6

東京都立北豊島工業高等学校　令和５年度年間授業計画
教科：（数学）科目：（数学Ⅱ） 　対象：（第３学年１～４組）　　

教科担当者：（１組：柳沢勇貴 ㊞ ）（２組：柳沢勇貴 ㊞）（３組：柳沢勇貴㊞ ）（４組：柳沢勇貴 ㊞ ）

使用教科書： 高校数学Ⅱ　実教出版                                  使用教材：教科書、問題集、プリント    単位数：２単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



週ごとの指導計画（予定表）　【様式1】
教科：（ 理科 ）科目：（ 地学基礎 ） 　対象：（第 ３ 学年 １ 組～　4組）　　 教科 教務 副校長 校長

教科担当者：（ １，２，３，４組：佐藤康則 ）

組 組 組 組 組

第１章
宇宙における地球

３．太陽の誕生と将来
・太陽は星間物質から誕生したことを理解す
る。
・原始星から白色矮星までの流れを確認す
る。

第３節　太陽系の中の地球
１．太陽系の構造
・太陽系の天体は太陽の重力によって運動し
ていることを理解させる。
・太陽系を構成する天体を分類する。

５ ５ ５ ５ ５

定期テスト 答案返却と解説

教科書、ワーク

４ ４ ４ ４ ４

定期テスト　直前演習 ３ ３ ３ ３ ３

５
月

第２節　太陽
１．太陽の組成
・太陽のスペクトルには吸収線があり、蛍光灯
のスペクトルには輝線があることを確認する。
・吸収線から太陽の組成がわかることを理解
する。
２．太陽の構造
・太陽のエネルギー源は、核融合反応である
ことを理解する。
・太陽の各部分の名称を覚える。

１
～

２

１
～

２

１
～

２

１
～

２

１
～

２

２
～

５

２
～

５

２
～

５

第１章
宇宙における地球

第１節　宇宙の構成
１．宇宙のはじまり
・宇宙は、ビッグバンから始まったことを理解
する。
・現在も宇宙は膨張していることを確認する。
２．宇宙の広がりと銀河の分布
・宇宙には段階的な階層構造が存在すること
を理解する。
・銀河系について理解する。

教科書、ワーク

２
～

５

２
～

５

４
月

指導内容
【年間授業計画】

理科（地学基礎）の具体的な指導目標
【年間授業計画】

使用教材・教具 予定週　
授業において目標到達度を把握
した内容

考査等の結果や学力調査結果から
分かる目標に対する到達度



組 組 組 組 組

指導内容
【年間授業計画】

理科（地学基礎）の具体的な指導目標
【年間授業計画】

使用教材・教具 予定週　
授業において目標到達度を把握
した内容

考査等の結果や学力調査結果から
分かる目標に対する到達度

２

３．地球内部の層構造
・地球内部は４つの層からなり、それぞれの
物質の密度や状態が異なることを理解する。
４．地球の構成物質
・地殻を構成する岩石や元素、核を構成する
元素を比較し、地球内部の物質の層状構造
を理解する。

３ ３ ３ ３ ３

１

第２章
活動する地球

第１節
１．地球の形と大きさの測定
・地球が球形に近い理由を考える。
・エラトステネスによる地球の大きさの測定法
を、実際に計算で求める。
２．地球の形と大きさ
・地球の自転による遠心力によって、地球は
楕円形をしていることを理解する。

教科書、ワーク

２ ２ ２ ２

７
月

定期テスト 答案返却と解説 １ １ １ １

４ ４

定期テスト　直前演習 ５ ５ ５ ５ ５

５．木星型惑星
・木星型惑星は、水素・ヘリウムに加えて、ア
ンモニア・メタンがあり、太陽からの距離に
よって、どの気体の雲ができるかが異なること
を理解する。
６．惑星・衛星以外の天体

３ ３ ３ ３ ３

１

３．地球側惑星①
・地球は水と生命が存在する惑星であること
を確認する。
４．地球型惑星②
・地球型惑星は、太陽からの距離と質量、半
径の違いによって、異なった環境をもつ惑星
となったことを理解する。
・金星、火星の環境を確認する。

２ ２ ２ ２ ２

６
月

２．太陽系の誕生
・太陽系はガスと塵の混合した星間雲から誕
生したことが、太陽と惑星の組成からわかるこ
とを理解する。
・地球型惑星、木星型惑星の違いは、ガスの
捕獲の有無であることを確認する。

１ １ １ １

７．生命の惑星・地球
・液体の水が存在する条件は、太陽からの距
離と惑星質量であることを理解する。
・海洋は降雨によって誕生したことを理解す
る。

４ ４ ４

第１章
宇宙における地球

教科書、ワーク



組 組 組 組 組

指導内容
【年間授業計画】

理科（地学基礎）の具体的な指導目標
【年間授業計画】

使用教材・教具 予定週　
授業において目標到達度を把握
した内容

考査等の結果や学力調査結果から
分かる目標に対する到達度

４．火成岩の種類
・火成岩はマグマの冷え方によって組織が異
なることを理解する。

５ ５ ５ ５ ５

３．火山の噴火と火成岩
・火山噴出物について理解する。

４ ４ ４ ４ ４

第２節　火山活動と地震
１．火山活動と地震
・日本の火山を理解し、分布の特徴を確認す
る。
２．火山の地形
・マグマの性質と、火山の噴火の激しさとの関
係を理解する。
・マグマの性質と火山の形との関係を理解す

３ ３ ３ ３ ３

１

５．プレートの運動
・日本列島付近では、どのようなプレートがみ
られ、どのような力を及ぼしているかを説明す
る。
６．大山脈の形成
・複雑な地質構造をもつ大山脈が、プレート
の衝突による造山運動によってできたことを
理解する。

２ ２ ２ ２ ２

９
月

第２章
活動する地球

４．地球の構成物質
・地殻を構成する岩石や元素、核を構成する
元素を比較し、地球内部の物質の層状構造
を理解する。

教科書、ワーク

１ １ １ １

８
月



組 組 組 組 組

指導内容
【年間授業計画】

理科（地学基礎）の具体的な指導目標
【年間授業計画】

使用教材・教具 予定週　
授業において目標到達度を把握
した内容

考査等の結果や学力調査結果から
分かる目標に対する到達度

４ ４

５．先カンブリア時代②
・光合成によりCO2が減りO2が増えることで、
生物が増えていったことを理解する。
６．古生代①
・カンブリア紀の生物や環境の変遷について
理解する。

５ ５ ５ ５ ５

第２節　地球環境と生物界の変遷
１．化石
・示準化石と示相化石の違いを確認する。
２．地層の対比
・ボーリング資料や柱状図を読み取る。

３ ３ ３ ３ ３

１

４．変成岩
・変成岩と変成作用について理解する。

２ ２ ２ ２ ２

月

３．地殻の変動
・断層、褶曲、整合・不整合を理解する。

１ １ １ １

３．地質時代とその区分
・地質時代の区分の仕方について説明し、理
解する。
４．先カンブリア時代①
・先カンブリア時代が約４０億年続くことを理
解する。

４ ４ ４

第３章
移り変わる地球

第１節　地層や岩石と地質構造
１．地層の形成
・浸食、運搬、堆積という河川の働きを理解す
る。
２．堆積岩
・堆積岩の種類を、そのでき方や起源に着目
しながら、理解する。

５ ５ ５ ５ ５

第２章
活動する地球

６．地震の動き
・地震波にはP波、S波があることを理解する。
・初期微動継続時間から震源距離が求まるこ
とを、式を立てて確認する。
７．地震の発生する地域
・プレート境界と地震分布の関係を理解す
る。
・プレート境界地震の発生のしくみと特徴を
理解する。

教科書、ワーク

４ ４ ４ ４ ４

定期テスト 答案返却と解説 ３ ３ ３ ３ ３

１

定期テスト　直前演習 ２ ２ ２ ２ ２

月

５．地震が発生するしくみ
・地震が、断層の動きとともに発生することを
理解する。

１ １ １ １

第２章
活動する地球

教科書、ワーク

11

10

11

10



組 組 組 組 組

指導内容
【年間授業計画】

理科（地学基礎）の具体的な指導目標
【年間授業計画】

使用教材・教具 予定週　
授業において目標到達度を把握
した内容

考査等の結果や学力調査結果から
分かる目標に対する到達度

５

４ ４

定期テスト　直前演習 ５ ５ ５ ５

３ ３ ３

第４章
大気と海洋

第１節　地球の熱収支
１．大気の構成
・大気の構成について理解する。
２．大気圏の特徴
・対流圏、成層圏、中間圏、熱圏のそれぞれ
の特徴を理解する。

４ ４ ４

第３章
移り変わる地球

１０．新生代①
・古第三紀と新第三紀について、その環境と
特徴的な生物をあげて理解する。
１１．新生代②
・気温や海水準の変動と関連づけ、氷河時
代と第四紀を説明し、理解する。

教科書、ワーク

３ ３
１
月

９．大量絶滅
・オルドビス紀末の大量絶滅について理解す
る。

４ ４ ４ ４ ４

第３章
移り変わる地球

７．古生代②
・デボン紀の西部や環境の変遷について理
解する。
８．中生代
・ジュラ紀の生物や環境の変遷について理解
する。 教科書、ワーク

３ ３ ３ ３ ３

定期テスト 答案返却と解説 ２ ２ ２ ２ ２

月

定期テスト　直前演習 １ １ １ １ １

第３章
移り変わる地球

1212



組 組 組 組 組

指導内容
【年間授業計画】

理科（地学基礎）の具体的な指導目標
【年間授業計画】

使用教材・教具 予定週　
授業において目標到達度を把握
した内容

考査等の結果や学力調査結果から
分かる目標に対する到達度

３
月

３．高気圧と低気圧
・高気圧と低気圧の概念を確認する。
・前線について確認する。

１ １ １ １ １

２．大気の循環
・大気の循環は太陽放射エネルギーが原動
力になっていることを理解する。

５ ５ ５ ５ ５

第２節　大気と海洋の運動
１．緯度によるエネルギー収支
・太陽放射と地球放射は緯度によって異なる
ことを理解する。

４ ４ ４ ４ ４

２ ２

４．太陽放射と地球放射
・太陽放射のごく一部を地球が受け取ってい
ることを理解する。
・地球も外に向かってエネルギーを放射して
いることを理解する。
５．地球の熱平衡
・太陽放射と地球放射がつり合うことで、地球
の平均気温が保たれていることを理解する。

３ ３ ３ ３ ３

１ １

第４章
大気と海洋

３．対流圏での天気の変化
・水の相変化に伴って熱の出入りがあることを
学習する。
・飽和水蒸気量について理解する。

教科書、ワーク

２ ２ ２

２
月

定期テスト 答案返却と解説 １ １ １



３
月

評価の観点・方法

スポーツの楽しさ、教育力を知り」社会性と協調性を育み、生徒が互いに達成感充実
感を味わい生涯スポーツにつなげる。

１
月

種目選択

競技理解を深め生涯スポーツにつなげる

10

２
月

種目選択

競技理解を深め生涯スポーツにつなげる

10

１１
月

種目選択

互いに協力しチームとしての技能を向上させる

13

１２
月

種目選択

互いに協力しチームとしての技能を向上させる

10

９
月

水泳・種目選択

泳力向上・自らスポーツを楽しむ姿勢を身に着ける

6

10
月

種目選択

互いに協力しチームとしての技能を向上させる

13

６
月

スポーツテスト・種目選
択・水泳

スポーツテストに向けて体力向上、水泳の安全授業について

12

７
月

水泳・種目選択

泳力向上・自らスポーツを楽しむ姿勢を身に着ける

9

４
月

ガイダンス・種目選択

体育授業の受講の仕方・種目選択授業について

6

５
月

種目選択

種目選択授業の目的意義の確認と授業方法の確立

12

東京都立北豊島工業高等学校　令和５年度年間授業計画
教科：（保健体育）科目：（体育 ） 　対象：（第３学年１～４組）　　

教科担当者：（１組：齊藤・松澤 ）（２組：齊藤・松澤）（３組：永山 ）（４組：齊藤・松澤 ）

使用教科書：                                            使用教材：                                    単位数：３単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



東京都立北豊島工科高校　令和５年度　教科　外国語（英語）　科目　コミュニケーション英語Ⅰ　年間授業計画

教　　　科：外国語（英語）　 科　　　目：コミュニケーション英語Ⅰ　　単位数：　２単位

対象学年組： 第３学年１組～４組　　

教科担当者：（１組：松本）（２組：三浦）（３組：三浦）（４組：松本）

使用教科書：（　Viva! English Communication Ⅰ（第一学習社）　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（　Viva! English Communication Ⅰ Workbook（第一学習社）・単語集「コーパス１８００」　）

指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

５
月

7

Lesson 6 Shima Uta 受動態を理解する。
授業参加態度・提出物・考

査等

中間考査

授業参加態度・提出物等
４
月

4Lesson 6 Shima Uta 受動態を理解する。



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月

夏季休業

夏季休業

７
月

5

期末考査
授業参加態度・提出物・考

査等

テスト返却・1学期の復習 1学期に学習した文法事項の復習を行う。

授業参加態度・提出物等
６
月

8

テスト返却

Lesson 7 A Cool Invention 比較表現について理解する。



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月 8

Lesson 9 Can Robots Change Our Future? 関係代名詞の用法を理解する。 授業参加態度・提出物等

Lesson 9 Can Robots Change Our Future? 関係代名詞の用法を理解する。 授業参加態度・提出物等

月 7

Lesson 8 Tuna Culture 現在完了形の用法を理解する。
授業参加態度・提出物・考

査等

中間考査

９
月

7

Lesson 8 Tuna Culture 現在完了形の用法を理解する。 授業参加態度・提出物等

11

10



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

考査

テスト返却

２
月

2学年末考査

授業参加態度・提出物等
１
月

5

冬季休業

Lesson 10 The Navoi Theater 分詞の後置修飾の用法を理解する。

授業参加態度・提出物等

冬季休業

月 7

期末考査 考査

Lesson 10 The Navoi Theater 分詞の後置修飾の用法を理解する。
12

12



教科担当者：（１組：永井　下井 ）（２組：永井　下井 ）（３組：永井　下井  ）

                 （４組：永井　下井  ）

３
月

評価の観点・方法

＊知識・技能、意欲・態度など総合的に判断し評価・評定をする。
期末考査、授業中に取り組むワークシートプリントの内容・提出状況、提出作品の完
成度、まとめのノート提出、提出物の提出状況、実習への取り組み状況・身支度（調
理実習）・態度、授業態度、出欠状況などを総合的に判断し評価・評定をする。

※実習室の事情により授業担当により取り扱い分野の順番が異なります。

１
月

消費者の権利と責任
環境保全とライフスタイル
衣生活の自立と管理
衣生活の文化

・消費生活の現状と課題、様々な悪質商法等を学びかつクーリングオ
フ等についても正しく理解する。・持続可能な未来を実現するために何
が大切なのかを理解する。自らの消費行動によって環境負荷を低減
させるライフスタイルについて理解する。
・衣生活の管理（洗濯・アイロン・品質表示等）について理解する。被
服材料について理解する。・民族衣装や服飾史について理解する。

9

２
月

衣生活と環境
学年末考査

・洗濯が環境に与える影響について理解する。資源の有効利用の観
点からリサイクル等の必要性について理解する。

2

１１
月

暮らしと経済
被服を作る１

・家庭の経済生活を理解する。ローンやクレジットの仕組みを理解す
る。家計と国民経済の関係を理解する。
・被服の構成の違いを理解する。ミシンの使い方を理解する。布の扱
いについて理解する。エプロンの製作することによりもの作りの楽しさ

12

１２
月

消費行動と意思決定
2学期末考査
被服を作る２

・経済社会の変化について理解する。消費者が意思決定を行う過程
を理解する。
・三角巾、巾着袋などの小物製作を行う事により身近なものが容易に
作れることを知る。

10

９
月

人間と住まい
子どもの発達と生活

・住居の基本的な機能に関する知識の習得。家族の生活に応じて住
居の計画。快適な住生活について理解する。
・子どもの発達について理解する。児童文化について理解する。

12

10
月

快適で安全な住まい
保護者の役割と福祉
人間と被服

・安全で快適な住居について理解する。住まいと街についての
かかわりを理解する。
・保護者の役割と子どもを取り巻く環境・福祉を理解する。
・TPOに適した被服について理解する。被服の機能について理解

12

６
月

高齢者の生活と福祉
食品の衛生と安全・食事を
つくる３

・高齢者の生活と課題を理解する。高齢社会の課題と福祉について理
解する。
・食品の腐敗、食中毒、添加物等について理解する。調理の基本（和
食・洋食）を理解する。

15

７
月

共生社会における家庭や地
域
現代人の食生活・食事をつ
くる４

・ノーマライゼーションを理解し、社会保障や社会福祉について理解す
る。
・現代人の食生活の問題点を理解し健康で安全な食生活を考える。
調理の基本（菓子）

10

４
月

家庭科を学ぶにあたって
人の一生と発達
人間と食べ物・食品と栄養

・家庭科で学ぶ内容、学習の意義、進め方を理解する。
ライフステージの特徴と課題を理解する。自分を見つめる。自
立を理解する。個人と社会のかかわりを理解する。
・食生活の課題と考える。食品の特徴と栄養について理解す

11

５
月

家族・家庭と社会
食生活の文化・食事をつく
る１、２

・現代の家族の特徴を理解する。家族の機能について理解する。家事
について理解する。家族に関する法律について理解する。
・世界の食・郷土食などについて理解する。調理の基本（パン等）を理

12

東京都立北豊島工業高等学校　2023年度年間授業計画
教科：（ 家庭 ）科目：（ 家庭総合 ） 　対象：（第３ 学年　 １ 組 ～ 4 組）　　

使用教科書： 家庭総合 明日の生活を築く（開隆堂）
使用教材： 生活Navi　資料＋成分表（実教出版）、ワークシートプリント    単位数：　3単位

指導内容
【年間授業計画】

科目情報技術基礎の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



評価の観点・方法
♦授業に取り組む態度、作品の精度、報告書の提出状況と内容、出欠状況など
を考慮して総合的に判断し、学年全体で評価する。

２
月

火曜日はabc,木曜日はabdで各項
目８～９回毎でローテーション

上記と同じ
0

３
月

火曜日はabc,木曜日はabdで各項
目８～９回毎でローテーション

上記と同じ
0

１２
月

火曜日はabc,木曜日はabdで各項
目８～９回毎でローテーション

上記と同じ
24

１
月

火曜日はabc,木曜日はabdで各項
目８～９回毎でローテーション

上記と同じ
30

10
月

火曜日はabc,木曜日はabdで各項
目８～９回毎でローテーション

上記と同じ
24

１１
月

火曜日はabc,木曜日はabdで各項
目８～９回毎でローテーション

上記と同じ
30

７
月

火曜日はabc,木曜日はabdで各項
目８～９回毎でローテーション

18

９
月

火曜日はabc,木曜日はabdで各項
目８～９回毎でローテーション

上記と同じ
24

４
月

♦導入･･授業概要,安全教育,評価
方法
a フライス盤（小型万力の製
作）
b 旋盤作業（小型万力の製作）
c 原動機
d マシニングセンター(MC)

上記項目を火曜日はabc,木曜日
はabd
の組み合わせで各項目８～９回
毎でローテーションを行い、製
作・測定等の体験を通じて習得
をさせる

♦導入･･授業計画,評価方法,安全教育

♦a フライス盤作業（小型万力の製作）：機械設計類型
 ①主にフライス盤を扱い､部品の製作を通じて各要素作業
を習得する
 ②フライス盤作業の作品と旋盤作業作品を合わせた調整作
業を行い、実際に動く製品に仕上げる

♦b　旋盤作業（小型万力の製作）：機械設計類型
 ➀主に旋盤を扱い､部品の製作を通じて各要素作業を習得
する
 ②旋盤作業の作品とフライス盤作業作品を合わせた調整作
業を行い、実際に動く製品に仕上げる

♦c 原動機：機械設計類型
 ➀流体実験装置を利用し、災害時の流量を実測させ防災関
係に役立たせる。防災の学習･知識を網羅する。

♦d ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ：制御類型
　基本加工のプログラム作りから徐々に高難易度の課題作
り、応用加工までの発展課題を習得する。習得した加工技
術･操作技術を基に作品を作る。課題を通じて、コンピュー
ターと工作機械の関連を学び､機械全般の学習･知識を学習

12

５
月

火曜日はabc,木曜日はabdで各項
目８～９回毎でローテーション

24

６
月

火曜日はabc,木曜日はabdで各項
目８～９回毎でローテーション

24

東京都立北豊島工科高等学校　令和５年度　年間授業計画
教科：（ 工業 ）科目：（機械実習） 　対象：（第３学年１組・２組　機械設計類型）　　

教科担当者：【火曜日】　　嶋田　㊞、　松尾　㊞、　栗股　㊞　　【木曜日】　　嶋田　㊞、　松尾　㊞、　木根淵　㊞

使用教科書：機械実習（実教出版）,工業技術基礎(実教出版)        使用教材：                            単位数：６単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「機械実習」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



評価の観点・方法

♦授業に取り組む態度、作品の精度、報告書の提出状況と内容、出欠状況など
を考慮して総合的に判断し、学年全体で評価します。

２
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 0

３
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 0

１２
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 12

１
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 15

10
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 18

１１
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 21

７
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

6

９
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

　 24

４
月

♦導入
　･･授業概要,安全教育,評価方
法
♦項目
　a 制御実習
　b レーザー加工実習
　c マシニングセンター実習
　d パソコン実習
　e 3D CAD実習
  f CAD/CAM実習
上記項目を火曜日はabc,木曜日
はabdの組み合わせで各項目７～
８回毎でローテーションを行
い、製作・測定等の体験を通じ

♦導入･･授業計画,評価方法,安全教育
♦a 制御実習
　 シーケンス制御の基本を習得するしPLCにつなげる学習
♦b レーザー実習
　レーザー加工機を用いて、プログラム方法・加工機の操
作方法
　を習得する
♦c マシニングセンター実習
　 ロボドリルを使用しプログラム、加工法を学ビ習得する
♦d パソコン実習
　データーベースの学習をする。それに付随する考え方庄
勢方法
　を学ぶ
♦ｅ３Ｄ ＣＡＤ実習
　solidworksを使用し3次元CADの使い方と応用を習得す
る。
♦ｆ CAD/CAM実習
　 小型レーザー加工機、NC-５を活用しCAD/CAMの基礎から
応用
　 を学び作品を作成させる。

9

５
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

15

６
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

24

東京都立北豊島工業高等学校　令和５年度　年間授業計画
教科：（ 工業 ）科目：（自動車実習） 　対象：（第３学年　１組、２組の制御類型）　　

教科担当者：（１組、２組：髙橋、松枝、高野、木根淵　㊞ ）

使用教科書：機械実習（実教出版）,工業技術基礎(実教出版)機械工作(実教出版)   使用教材：                 単位数：６単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「機械実習」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



評価の観点・方法

♦授業に取り組む態度、作品の精度、報告書の提出状況と内容、出欠状況など
を考慮して総合的に判断し、学年全体で評価します。

２
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 0

３
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 0

１２
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 12

１
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 15

10
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 18

１１
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 21

７
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

6

９
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

上記と同じ 24

４
月

♦導入
　･･授業概要,安全教育,評価方
法
♦項目
　a シャシ実習
　b エンジン実習
　c レーザー実習
　d 溶接実習

上記項目を火曜日はabc,木曜日
はabdの組み合わせで各項目７～
８回毎でローテーションを行
い、製作・測定等の体験を通じ
て習得をさせる

♦導入･･授業計画,評価方法,安全教育
♦a シャシ実習
　①実車を各部を網羅する
　②タイヤチェンジャー，バランサーを用いて、タイヤの
構造・
　　交換方法を習得する
♦b エンジン実習
　①４サイクルエンジンを用いて、分解組み立て方法・各
種の
　　名称と用途・測定方法を習得する
　②４サイクルガソリンエンジンの性能試験を通して、性
能試験
　　方法・データの処理方法を習得する
♦c レーザー実習
　レーザー加工機を用いて、プログラム方法・加工機の操
作方法
　を習得する
♦d 溶接実習
　フラワースタンド製作(スケッチ,製図,部品取り,機械加
工,
　溶接,調整など)を通じて、機械全般の学習･知識を網羅す
る

9

５
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

15

６
月

火曜日はabc、木曜日はabdで各
項目７～８回毎でローテーショ
ン

24

東京都立北豊島工業高等学校　令和５年度　年間授業計画
教科：（ 工業 ）科目：（自動車実習） 　対象：（第３学年　１組、２組の自動車類型）　　

教科担当者：（１組、２組：篠原、岩間、高野、油井　㊞ ）

使用教科書：機械実習（実教出版）,工業技術基礎(実教出版)自動車工学(実教出版)   使用教材：                 単位数：６単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「機械実習」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



オリエンテーション

１．電気工事①②③④⑤　　　

２．リレーシーケンス①②③④⑤

３．エクセルを使用した処理①②③　パワーポイント①②

４．①三相電力の測定　②単相変圧器の三相結線

　　③巻線型誘導電動機の無負荷特性と拘束特性

　　④巻線型誘導電動機の負荷特性　⑤カゴ型誘導電動機の負荷特性

５．PICマイコン時計の製作①②③④⑤

６．PC　（プログラマブルコントローラ）①②③④⑤

７．エクセルを使用した応用処理①②③④⑤

８．①三相同期発電機の無負荷試験　②三相同期発電機の負荷
試験

　　③三相同期電動機の特性試験

　　④球・棒ギャップによる交流電圧の測定と絶縁油の絶縁破壊

　　⑤衝撃波電圧の測定

３
月

回路の配線、測定、製作に取り組む姿勢、製作物の評価、出欠状況、報告書内
容等を考慮して総合的に判断し、評価します。

１
２
月

24

１
月

24

２
月

９
月

24

10
月

24

１
１
月

24

４
月

１．電気工事実習
２．電気機器実習
３．自動制御実習

４．パソコン
５．電気工作実習
６．高電圧実習

以上の項目を班別にロー
テーションで実習を行う。

電気に関する基礎的な技術を実験・実習によって体験させ、電気
における技術への興味・関心を高め、主体的に対応できる能力と
態度を育てる。

18

５
月

24

６
月

24

７
月

24

東京都立北豊島工科高等学校　令和５年度年間授業計画
教科：（ 工業 ）科目：（電気実習） 　対象：（第 ３ 学年　４ 組）　　

教科担当者：（　３組：　立花　㊞　、渡部　㊞　、菊池　㊞　、長島　㊞　 ）

使用教科書：  　　　　　　　　　　      使用教材：プリント　　           単位数：　６ 単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目　電気実習　の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



３
月

評価の観点・方法

実習に取り組む姿勢、製作物の評価、出欠状況、実習報告書等を考慮して総合
的に判断し、評価します。

１
２
月

24

１
月

24

２
月

　

９
月

24

10
月

24

１
１
月

24

４
月

３６の実習を１～３学期ま
でにすべてのテーマを学
び、実習報告書にまとめ

る。

実習テーマ

【前期】
トランジスタ増幅回路の設計 トランジスタ増幅回路の製作① ト
ランジスタ増幅回路の製作② トランジスタ増幅回路の測定 ＦＥ
Ｔ電界効果トランジスタの特性① 微分・積分回路 マルチバイブ
レータ製作 マルチバイブレータ計測 波形整形回路① 波形整形
回路② PICマイコンの製作① PICマイコンの製作② PICマイコン
の製作③ PICマイコンの製作④ PICマイコンの製作⑤ エクセル
を使用した処理① エクセルを使用した処理② エクセルを使用し
た処理③ エクセルを使用した処理④ エクセルを使用した処理⑤
 
 

【後期】
ＯＰアンプ① ＯＰアンプ② 論理回路① 論理回路② 論理回路③
電子工作① 電子工作② 電子工作③ 電子工作④ 電子工作⑤ PIC
マイコン制御① PICマイコン制御② PICマイコン制御③ PICマイ
コン制御④ PICマイコン制御⑤ パソコンの組立① パソコンの組
立② パソコンの組立③ パソコンの組立④ パソコンの組立⑤
 
 

　
専門的な知識を技術の深化、総合化を図るとともに問題解決の能
力や自発的、創造的な学習態度を育てる。

18

５
月

24

６
月

30

７
月

24

東京都立北豊島工科高等学校　令和５年度　年間授業計画
教科：（ 工業 ）科目：（ 電子情報実習 ）対象：第３学年 ４組）　　

教科担当者：（　4組：星野　藤原　中澤　板倉　 ）

使用教科書：                使用教材：実習指導書                       単位数：　３ 単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「課題研究」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



３
月

評価の観点・方法

研究や制作に取り組む姿勢、制作物の評価、出欠状況、研究テーマの報告書、
成果発表会の内容等を考慮して総合的に判断し、評価します。

１
２
月

12

１
月

課題研究生家発表会 12

２
月

　

９
月

12

10
月

12

１
１
月

12

４
月

４つの課題を５～６回で研
究・実習・制作などをおこ
ない、１～３学期までにす

べてのテーマを学ぶ

課題研究テーマ
①電気工事
②制御　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③発
電
④プログラミング
各テーマにおいてそれぞれ課題を設定し､その課題の解決を図る
学習を通して､専門的な知識を技術の深化、総合化を図るととも
に問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。

9

５
月

12

６
月

15

７
月

12

東京都立北豊島工科高等学校　令５年度　年間授業計画
教科：（ 工業 ）科目：（ 課題研究 ）対象：第３学年３組）　　

教科担当者：（　３組：渡部　立花　澤　田丸　㊞　 ）

使用教科書：                使用教材：                       単位数：　３ 単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「課題研究」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



教科：（ 工業   ）科目：（ 課題研究  ） 　対象：（第 ３ 学年 ５ 組）　　

教科担当者：（　４組：中澤　板倉　森田　青柳　㊞　 ）　　　

２
月

３
月

評価の観点・方法

研究や制作に取り組む姿勢、制作物の評価、出席状況、研究テーマの報告書、成果
発表会の内容等を総合的に判断し、評価を行う。

10
月

後期　課題研究テーマごとに
研究・実習・制作などを行う

課題研究成果発表会の実施

各班または個人でテーマを決め、それぞれ課題を設定し、その課題の
解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図る
ともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。

12

１１
月

12

１２
月

12

１
月

12

前期　課題研究テーマごとに
研究・実習・制作などを行う

12

６
月

12

７
月

12

９
月

12

東京都立北豊島工科高等学校　令和５年度　年間授業計画

使用教科書：   なし               使用教材：    それぞれのテーマで設定             単位数： ３ 単位  

指導内容
【年間授業計画】

科目「課題研究」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数

４
月

課題研究テーマ設定説明
前期・後期　課題研究班分け

各班または個人でテーマを決め、それぞれ課題を設定し、その課題の
解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図る
ともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。

9

５
月



３
月

ベルト・チェーン チェーンの構造と強度 4

評価の観点・方法
毎時間のノートやプリントの状況、定期考査の得点、出席状況、授業態度などから総
合的に評価する

１
月

作動歯車装置 自動車で活用されている部品の構造 4

２
月

ベルト・チェーン 動力伝達のVベルト構造 6

１１
月

歯車伝達装置 減速歯車の減速比の計算 8

１２
月

変速装置・遊星歯車 平歯車の活用方法の説明 6

９
月

減速比 噛み合う歯車での速度減速比 8

10
月

バックラッシ・最小歯車 歯車の隙間の大切さと切り下げについて 8

６
月

基準ラックと歯の大きさ 歯車の各部の名称とモジュールの表し方 8

７
月

歯車の計算 モジュールや中心距離など歯車の寸法の計算 4

４
月

歯車の種類 歯車の種類と動力伝達の違い 8

５
月

インボリュート歯形 滑らかに回転を伝える歯形の理論 6

東京都立北豊島工業高等学校　令和５年度　年間授業計画
教科：（ 工業 ）科目：（機械設計 ） 　対象：（第 3学年 機械設計類型）　　

教科担当者：（１組、2組：北爪武幸　）

使用教科書：新機械設計(実教出版　工業318 )             使用教材：                                    単位数：　２単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「機械設計」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



３
月

評価の観点・方法

中間考査、期末考査、授業での演習に取り組む態度、ノート提出、
出欠状況などを考慮して総合的に判断し、評価する。

１
月

フィードバック制御の基礎

フィードバック制御の基本的な考えかたについて理解させる
　フィードバック制御の利用について考えさせる

6

２
月

学年末考査 1

１１
月

シーケンス制御の概要

シーケンス制御の概要
　シーケンス制御の基礎的な回路の動作について理解させる

8

１２
月

シーケンス制御の基礎

　シーケンス制御回路の基礎について理解させる

3

９
月

センサについて

物理量・化学量センサの概要
　光センサ、磁気センサについて
　ガスセンサ
　物体検出センサについて

8

10
月

アクチュエータ

アクチュエータの概論、身近なアクチュエータについて考えさせ
る。
アクチュエータの種類
各種モーターの概要

8

６
月

制御と自動制御

自動制御の基礎的事項について理解させる
シーケンス制御について
フィードバック制御について
コンピュータ制御について

8

７
月

センサについて

物理量・化学量センサの概要
　温度センサ（サーミスタ）

3

４
月

電子計測制御の概要
　電子計測制御の考え方
　計測と制御

電子計測制御の概要を理解させる

計測についての考え方を理解させる
7

５
月

計測と計測誤差
標準器の概要

電子計測について理解させる
誤差、許容誤差、確度について理解させる。
標準器と校正について理解させる

8

東京都立北豊島工業高等学校　令和５年度　年間授業計画
教科：（工業）科目：（電子計測制御） 　対象：（第３学年制御類型）　　

教科担当者：（春日 　㊞　 ）

使用教科書： 電子計測制御（実教出版）                      使用教材：                                    単位数：２単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「電子計測制御」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



３
月

評価の観点・方法

定期考査、授業態度、出欠状況、提出物の状況などを考慮して総合的に判断し評価
する。

１
月

実際の制御技術

・制御の今後の展望について学習する。

8

２
月

◎学年末考査

１１
月

実際の制御技術

・ＡＩアシスタントについて学習する。

8

１２
月

実際の制御技術

・スマート家電、AIスピーカについて学習する。
◎期末考査

8

９
月

実際の制御技術

・ロボットの歴史、定義、メリット、デメリットについて学習する。

8

10
月

実際の制御技術

・ヒューマノイドロボットやロボット型掃除機について学習する。
◎中間考査

8

６
月

実際の制御技術

・スマートマシーンについて学習する。
・ドローンについて学習する。

8

７
月

実際の制御技術

・自動運転車について学習する。
◎期末考査

8

４
月

制御の基礎

・制御の定義や分類について学び、制御とは何かを理解する。
・人工知能・ICTについて学習する。

6

５
月

制御の基礎

・機械化・自動化・自律化について学習する。
・機械の定義、電子機械の定義について学習する。
◎中間考査

8

東京都立北豊島工科高等学校　令和５年度　年間授業計画
教科：（工業）科目：（制御概論） 　対象：（第3学年１・２組　制御類型）　　

教科担当者：（１・２組　制御類型：嶋田栄二　㊞ ）

使用教科書：   なし                                    使用教材：       なし                             単位数：2単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「制御概論」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



３
月

評価の観点・方法

・原動機を有効に活用する能力と態度を育てていく
・基礎的・基本的な内容の指導の徹底
・定期考査、ノートの点検
・授業への取組み、態度、意欲
・欠時数

１
月

各種の損失と熱勘定
自動車の構造と性能

・各種の損失　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
自動車の構造・タイヤ特性・動力特性・走行性能

5

２
月

1

１１
月

ガソリン機関の燃料系統と
燃焼

・燃料噴射装置
・吸気装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
点火装置

8

１２
月

ディーゼル機関の燃料系統
と燃焼

・ディーゼル機関の燃料系統
・燃料噴射ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
燃料噴射弁

5

９
月

機関本体の構造
潤滑装置　冷却装置

・ピストン・クランク軸
・弁機構
・潤滑装置の概要　・水冷式　・空冷式

8

10
月

ガソリン機関の燃料系統と
燃焼

・ガソリン機関の燃料系統
・気化器

8

６
月

ディーゼル機関の作動原理
・4工程ディーゼル機関
・2工程ディーゼル機関
・定圧サイクル

8

７
月

機関本体の構造
・基本的な構成
・エンジンブロック・シリンダーヘッド

5

４
月

  内燃機関の分類と利用
・往復運動機関の利用
・ガスタービンの利用

4

５
月

ガソリン機関の作動原理
ガソリン機関の熱効率

・4工程ガソリン機関
・2工程ガソリン機関
・定容サイクル

7

東京都立北豊島工業高等学校　令和５年度　年間授業計画
教科：（工業）科目：（原動機） 　対象：（第３学年機械系自動車類型）　　

教科担当者：（栗股 三郎　）

使用教科書：原動機 （実教出版　工業345）                    　　　　　　　　　　　　　　　                   単位数：２単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「原動機」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



３
月

評価の観点・方法

出席、レポート、考査、授業態度を総合的に評価する。

１
月

走行性能

空気抵抗、速度抵抗、路面抵抗、登坂抵抗、車速、エンジンの回転数
の関係について

6

２
月

走行性能

走行性能曲線図について

4

１１
月

舵取り装置、ホイールアラ
イメント

ステアリング、ハンドルの構造、特徴。ホイールアライメントについて

9

１２
月

タイヤ

タイヤの構造、特徴。タイヤの偏摩耗。

7

９
月

懸架装置と制動装置

アクスルの構造と働き。制動装置の構造、働き。

8

10
月

制動装置

ドラムブレーキとディスクブレーキの構造、特徴。マスタシリン
ダの構造、特徴。

9

６
月

オートマチックトランス
ミッション、プロペラシャ
フトディファレンシャル

トルクコンバータ、オートマチックトランスミッションの構造と働き、プロ
ペラシャフトの構造と働き、ディファレンシャルの構造

9

７
月

ディファレンシャルの構造

ディファレンシャルの構造と働き、減速比、総減速比の求め方。

6

４
月

クラッチの構造

クラッチの構造と各部品の働き

4

５
月

トランスミッションの構造

トランスミッションの構造と働き　変速比の求め方と回転速度、トルクの
求め方

8

東京都立北豊島工業高等学校　令和５年度　年間授業計画
教科：（機械系）科目：（自動車工学） 　対象：（第３学年　１組・２組）　　

教科担当者：（１組・２組：篠原　㊞ ）

使用教科書： 自動車工学１．２（実教出版）          使用教材： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位数：２単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「自動車工学」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



・原子の構造、半導体の性質について理解する。

・ダイオードの構造と図記号、ダイオードの働きについて理解する。

・トランジスタの構造と図記号、トランジスタの性質について理解
させる。

・電界効果トランジスタについて理解させる。集積回路の種類・特
徴と用途について理解する。

・トランジスタの用いた基本増幅回路・特性と動作・ｈパラメータ
について理解する。

・負帰還増幅回路・ＦＥＴ増幅回路・演算増幅回路・電力増幅回路
について理解する。

.発信回路の原理・変調と復調について理解する。

・直流電源回路の構成について理解する。

・論理回路、フリップ・フロップ回路について理解する。

・デジタルＩＣについて理解する。

・パルス波形、波形整形回路、マルチバイブレータについて理解す
る。

・D-A変換、A-D変換について理解する。

・電話機・通信線路・伝送理論・通信の多重化について理解する。

・電波とアンテナ・無線送信機・無線受信機について理解する。

・データ伝送、コンピュータを用いた通信について理解する。

・ファクシミリ、テレビジョン・通信法規について理解する。

・音波の性質ついて理解する。マイクロホン・スピーカーについて
理解する。

・オーディオアンプなどの音響機器について理解する。

・光・視覚の性質について理解する。

・デジタルビデオカメラなどの映像機器について理解する。

・周波数測定器・オシロスコープなどの電子計測器について理解す
る。

・センサなどの応用計測について理解する。
３
月

電子計測の基礎 4

評価の観点・方法

中間考査、期末考査、授業に取り組む態度、ノート提出、プリント提出、出欠状況など
を考慮して総合的に判断して評価。

１
月

音響・映像機器の基礎 6

２
月

音響・映像機器の基礎 6

１１
月

通信システム回路 8

１２
月

通信システム回路 6

９
月

デジタル回路 8

10
月

デジタル回路 6

６
月

アナログ回路 6

７
月

アナログ回路 6

４
月

半導体素子 6

５
月

半導体素子 8

東京都立北豊島工科高等学校　令和5年度　年間授業計画
教科：（ 工業  ）科目：（電子技術 ） 　対象：（第3学年3組）　　

教科担当者：（板倉）

使用教科書： 電子技術(実教出版株式会社)   　   使用教材：演習プリント   　　　  単位数：　2単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「電子技術」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



・システム開発とプログラム開発について理解する。

・プログラムの処理手順の図式化・流れ図について理解する。

・基本ソフトウェア、プログラム言語について理解する。

・コンパイルとリンク、ユーティリティプログラムについて理解す
る。

プログラムの基本的知識について理解する。

プログラムの入出力、演算子について理解する。

プログラムのデバックについて理解する。

いろいろなプログラムについて理解する。

・条件分岐について理解する。

・繰り返しについて理解する。

・配列の考え方、使い方について理解する。

・ポインタについて理解する。

・関数の概念・基本について理解する。

・アルゴリズム、トレース処理について理解する。

・プログラムの構造化設計について理解する。

・プログラムの標準化について理解する。

・テーブルの概念と利用例について理解する。

・順次検索・2分検索などについて理解する。

・構造体に概念について理解する。

・構造体について理解する。

・ファイルとレコードについて理解する。

・ファイル更新などの処理について理解する。

３
月

応用プログラム(ファイル処
理)

4

評価の観点・方法

中間考査、期末考査、授業に取り組む態度、ノート提出、プリント提出、出欠状況など
を考慮して総合的に判断して評価。

１
月

応用プログラム(データ構造) 6

２
月

応用プログラム(データ構
造・ファイル処理)

6

１１
月

プログラミング技法(関数) 8

１２
月

プログラミング技法(標準化
とテスト技法)

6

９
月

プログラミング技法(制御構
造)

8

10
月

プログラミング技法(配列と
ポインタ)

6

６
月

プログラミング技法(基本的
なプログラム)

6

７
月

プログラミング技法(基本的
なプログラム)

6

４
月

プログラム開発の手順 6

５
月

プログラム開発環境 8

東京都立北豊島工科高等学校　令和５年度　年間授業計画
教科：（ 工業  ）科目：（プログラミング技術 ） 　対象：（第３学年４組）　　

教科担当者：（４組：青柳㊞ ）

使用教科書： プログラミング技術(実教出版株式会社)   　   使用教材：演習プリント   　　　  単位数：　2単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「プログラミング技術」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



評価の観点・方法

提出物・授業態度・考査の得点を基に総合的に評価する。

２
月

2

３
月

１１
月

衛星を利用した通信システム
（システム、軌道、通信方式、放送システム、応用）

8

１２
月

画像通信

画像通信の基礎
（原理、静止画像の伝送）

6

１
月

テレビジョン技術
（伝送技術、信号、NTSC,デジタル放送、CATV）
マルチメディアの通信技術
（伝送、圧縮、インターネットの応用）

7

７
月

コンピュータネットワーク　（コンピュータネットワーク、種類）
有線通信の伝送路　　　　（通信ケーブル・接続工事の技術）

8

９
月

無線通信

無線通信のしくみ　　　　　（特徴・通信方式・電波の性質・伝わり方）
アンテナと無線機器　　　（アンテナ、AM・FM・SSB送受信機、機器の
特性）

8

10
月

移動通信　　　　　　（携帯電話のネットワーク、多元接続、
PHS）　　無線通信の応用　　　（マイクロ波通信、無線通信の
応用）

8

４
月

有線通信

電話機　　　　　　　（電話機の原理、電話機の機能、各種電話
機）

7

５
月

電話網と交換機　　　　　　（電話網、交換機の基本・仕組み、校内交
換）　　　通信の多重化　　　　　　　（多重化、周波数分割・時分割・波
長分割）

8

６
月

データ通信　　　　　　　　　（データ通信・システム・伝送方式）
データ交換網　　　　　　　（回線の種類、回線交換・蓄積交換）

8

東京都立北豊島工科高等学校　令和５年度年間授業計画
教科：（ 工業　）科目：（通信技術） 　対象：（第３学年４組）　　

使用教科書：  通信技術 　実教出版       使用教材：    演習・資料プリント等                単位数：　２単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数


